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〈 ２０２５年１月２５日開催　図書室のつどい 参加者の感想 〉

宮﨑 彩乃
　

「
切
手
デ
ザ
イ
ナ
ー
」
と
い
う
職
業
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し

た
か
？

　

葉
書
や
封
筒
の
左
上
に
貼
る
切
手
。
通
信
の
発
達
に
よ
り
、
手
紙

を
書
く
よ
り
も
、
今
は
メ
ー
ル
で
送
る
、
絵
の
ス
タ
ン
プ
一
つ
を
送

信
す
る
だ
け
で
、
す
ぐ
に
届
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
現
代
社
会
に
お
い
て
も
、
変
わ
ら
ず
人
の
手
に
よ
り
、
時

間
を
か
け
て
作
り
続
け
ら
れ
て
い
る
切
手
。
そ
こ
に
は
ま
さ
に
職
人

と
も
言
え
る
専
門
に
携
わ
る
８
名
の
切
手
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
、
日
本
郵

便
の
職
員
と
し
て
い
る
の
で
す
。
切
手
の
こ
と
を
詳
し
く
書
い
た
本

は
、
数
多
く
出
版
さ
れ
て
い
て
も
、
切
手
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
焦
点
を
あ

て
た
本
は
な
い
！
な
ら
ば
私
が
書
こ
う
と
著
者
の
間
部
さ
ん
は
思

い
立
ち
、
丁
寧
に
取
材
を
重
ね
、
一
人
ず
つ
時
間
を
か
け
て
お
話
を

伺
い
、
書
き
上
げ
た
本
が
こ
の
本
で
す
。

　

間
部
さ
ん
は
、
元
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
で
、
元
雑
貨
店
の
店
主
で
、

子
育
て
も
さ
れ
て
、
今
は
児
童
書
作
家
で
あ
り
、
大
人
向
け
の
本
も

書
い
て
し
ま
う
作
家
。
自
分
の
人
生
を
５
か
年
計
画
で
決
め
て
い
る

そ
う
で
、
新
し
い
こ
と
へ
常
に
前
向
き
に
取
り
組
み
、
自
分
の
得
意

を
活
か
し
、
上
手
に
形
に
し
て
い
る
方
で
す
。

　

今
回
は
切
手
の
こ
と
と
、
８
名
の
切
手
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
こ
と
を
聞

く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

な
ん
と
！
会
場
に
は
、
本
に
登
場
す
る
切
手
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
、
間

部
さ
ん
が
国
立
市
で
講
演
す
る
か
ら
と
来
て
い
た
の
で
す
。
客
席
の

す
ぐ
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
お
二
人
も
！

　

切
手
に
は
普
通
切
手
と
特
殊
切
手
が
あ
り
、
年
に
約
３
５
０
種
を

た
っ
た
８
名
で
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
ま
す
。
切
手
は
２
年
越
し
で
作
る

も
の
で
す
が
、
２
０
１
１
年
東
日
本
大
震
災
後
、
す
ぐ
に
寄
附
金
付

き
切
手
を
作
る
こ
と
と
な
り
、
わ
ず
か
１
週
間
で
デ
ザ
イ
ン
し
た
の

が
、
会
場
に
い
ら
し
た
玉
木
明
さ
ん
。
ハ
ー
ト
形
の
花
び
ら
や
鳥
の

柔
ら
か
い
デ
ザ
イ
ン
は
、
海
外
メ
デ
ィ
ア
か
ら
も
注
目
を
浴
び
た
そ

う
。
玉
木
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
デ
ザ
イ
ン
し
た
切
手
は
１
０
０
０
種
以

上
。
切
手
デ
ザ
イ
ン
を
〝
ス
プ
ー
ン
一
杯
の
デ
ザ
イ
ン
〟
と
表
現
し
、

サ
ム
シ
ン
グ
・
ニ
ュ
ー
、
何
か
少
し
新
し
い
こ
と
を
常
に
取
り
入
れ

て
い
る
。

　

切
手
の
「
目
打
ち
」(

ミ
シ
ン
目
状
に
空
け
た
穴)

、
こ
れ
が
ピ

タ
ッ
と
き
れ
い
に
同
じ
大
き
さ
。
こ
れ
も
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
切
手
の
大

き
さ
に
合
わ
せ
て
計
算
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
糊
式
切
手
だ
っ
た
の

が
、
シ
ー
ル
式
切
手
の
登
場
で
、
様
々
な
形
の
切
手
が
作
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
、
切
手
を
印
刷
で
き
る
の
は
５
社
の
み
で
、
日
本
で

は
国
立
印
刷
局
と
凸
版
印
刷
㈱
、
あ
と
は
フ
ラ
ン
ス
と
オ
ラ
ン
ダ
の

会
社
で
あ
る
事
な
ど
、
未
知
の
世
界
を
知
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

も
う
お
一
方
、
山
田
泰
子
さ
ん
は
社
内
公
募
で
唯
一
切
手
デ
ザ
イ

ナ
ー
に
な
っ
た
方
。
も
と
も
と
は
京
都
の
郵
便
配
達
員
さ
ん
。
水
彩

画
が
得
意
で
、
結
婚
式
の
招
待
状
等
に
貼
ら
れ
る
「
ハ
ッ
ピ
ー
グ
リ

ー
テ
ィ
ン
グ
」
の
切
手
デ
ザ
イ
ン
等
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
『
青
い
鳥
』

を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
等
、
色
彩
が
と
て
も
綺
麗
で
優
し
い
絵
で
癒

さ
れ
ま
す
。
ダ
ジ
ャ
レ
も
お
好
き
で
、
日
本
郵
便
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
、
切
手
制
作
の
裏
側
を
紹
介
し
て
い
る
コ
ー
ナ
ー
「
切
手
タ
イ
ム

ズ
」
の
「
レ
ポ
ー
タ
ー
郵
子
ち
ゃ
ん
」
と
し
て
、
本
領
発
揮
さ
れ
て

い
る
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

他
の
方
々
も
、「
ぽ
す
く
ま
」
を
生
み
出
し
た
方
や
、
星
座
、
鉄
道
、

城
、
美
術
、
美
味
し
い
物
シ
リ
ー
ズ
等
々
、
様
々
な
種
類
が
あ
り
、

年
賀
は
が
き
や
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
も
。
そ
れ
ら
を
そ
れ
ぞ
れ
が
制
作
。

　

山
田
さ
ん
が
「
人
の
仕
事
に
は
体
温
が
あ
る
」
と
言
い
、
玉
木
さ

ん
が
「
デ
ジ
タ
ル
に
勝
つ
た
め
に
は
残
る
こ
と
」
と
言
う
。
郵
便
料

金
は
昨
年
30
年
ぶ
り
に
値
上
が
り
し
ま
し
た
が
、
差
額
分
の
切
手
の

デ
ザ
イ
ン
も
ま
た
良
い
の
で
す
。
ま
ず
は
手
紙
を
送
ろ
う
、
そ
し
て

休
日
に
は
、
東
京
の
目
白
に
あ
る
「
切
手
の
博
物
館
」
へ
出
か
け
て

み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

 

（
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
社
）
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『切手デザイナーの仕事 〜日本郵便 切手・葉書室より〜』
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田
栗 

陽
子

森
鴎
外 

著

『
舞
姫
』
を
読
ん
で  

ブ

ッ

ク

ク

ラ

ブ

か

ら

　

５
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
「
く
に
た
ち
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
」
の
課

題
図
書
は
、
森
鷗
外
著
『
舞
姫
』(

新
潮
文
庫)
で
し
た
。　

　

冒
頭
の
「
石
炭
を
ば
早
や
積
み
果
て
つ
。
中
等
室
の
卓
の
ほ
と

り
は
い
と
静
に
て
、
熾
熱
灯
の
光
の
晴
れ
が
ま
し
き
も
徒
な
り
。
」

は
そ
の
格
調
高
い
文
語
文
体
で
あ
ま
り
に
も
有
名
で
す
。

　

「
ま
る
で
詩
の
よ
う
だ
。
」
と
感
想
を
述
べ
ら
れ
た
出
席
者
の
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

学
生
時
代
、
教
科
書
で
読
ん
で
以
来
と
い
う
方
、
年
月
を
経
て
、

遠
ざ
け
て
い
た
も
の
に
興
味
を
見
出
し
た
り
、
若
い
時
に
は
よ
く

理
解
で
き
な
か
っ
た
名
著
た
る
所
以
に
気
づ
い
た
り
、
今
一
度

じ
っ
く
り
と
再
読
し
て
み
た
い
と
思
う
方
も
少
な
く
な
か
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
講
座
室
は
、
補
助
い
す
が
出
さ
れ
て
の
満
杯
の
盛

況
で
し
た
。

　

近
代
都
市
ベ
ル
リ
ン
を
舞
台
に
、
念
願
の
留
学
が
か
な
っ
て
、

日
本
の
封
建
社
会
や
「
家
」
か
ら
解
放
さ
れ
た
主
人
公
豊
太
郎
は
、

「
舞
姫
」
と
の
愛
の
生
活
に
よ
っ
て
「
所
動
的
、
器
械
的
」
な
人

間
か
ら
、
「
ま
こ
と
の
我
」
が
「
や
う
や
う
表
に
あ
ら
は
れ
」
た

の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
我
学
問
は
荒
み
ぬ
」
と
立
身
出
世
の
道

を
選
び
、
愛
す
る
人
と
子
を
捨
て
て
「
東
」
へ
帰
っ
て
行
き
ま
す
。

ず
っ
と
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
を
生
き
て
き
た
自
分
は
こ
の
よ
う
に
す

る
し
か
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
「
我
脳
裡
に
一
点
の
彼
を
憎
む
こ

こ
ろ
今
日
ま
で
も
残
れ
り
け
り
」
と
、
自
分
の
中
に
も
あ
る
男
性

中
心
主
義
、
友
人
の
相
沢
が
勧
め
た
よ
う
な
立
身
出
世
を
「
憎
む
」

と
終
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

表
舞
台
の
「
公
」
的
な
華
や
か
な
活
躍
と
、
さ
さ
や
か
な
愛
に

支
え
ら
れ
た
「
私
」
的
な
裏
舞
台
を
行
き
つ
戻
り
つ
す
る
、
豊
太

郎
を
通
し
た
揺
れ
る
思
い
は
昔
も
今
も
変
わ
ら
な
い
、
音
楽
の
よ

う
な
雅
文
体
に
の
っ
て
読
者
の
心
に
染
み
入
り
ま
す
。

　

今
回
講
師
の
山
岸
郁
子
さ
ん
か
ら
、
今
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
自

分
と
『
似
て
い
る
も
の
』
／
『
似
て
い
な
い
も
の
』
」
で
、
登
場

人
物
の
中
に
自
分
と
「
似
て
い
る
」
と
こ
ろ
と
「
似
て
い
な
い
」

と
こ
ろ
を
見
つ
け
て
読
ん
で
み
る
と
い
う
こ
と
も
「
文
学
」
を
読

む
醍
醐
味
と
伺
っ
た
の
で
す
が
、
男
性
か
ら
は
、
自
分
に
も
周
囲

に
流
さ
れ
、
決
断
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
う
意
見
が
、
主

に
女
性
か
ら
は
、
豊
太
郎
の
男
性
中
心
的
「
弱
き
心
」
へ
の
批
判

の
意
見
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
小
説
で
面
白
か
っ
た
と
こ
ろ
と
い
う
観
点
か
ら
、

「
実
生
活 

で
も
同
じ
よ
う
な
場
面
に
遭
遇
し
た
こ
と
が
あ
る
。
妻

の
懐
妊
の
際
、
何
の
前
触
れ
も
な
く
い
き
な
り
部
屋
に
ベ
ビ
ー
用

品
が
溢
れ
て
い
て
び
っ
く
り
し
た
。」
と
い
う
発
言
も
あ
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
タ
イ
ト
ル
に
も
な
っ
た
エ
リ
ス
の
こ
と
を
、
た
だ
美
し

く
貧
し
い
無
力
な
女
性
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
自
分
と
子
ど
も

を
捨
て
て
「
東
」
へ
帰
っ
て
行
こ
う
と
す
る
夫
に
向
か
っ
て
、
白

い
オ
ム
ツ
を
じ
ゃ
ん
じ
ゃ
ん
縫
っ
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
、
強
い
意
志

を
持
っ
た
女
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　

「
く
に
た
ち
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
」
に
初
め
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
講
座
開
始
に
あ
た
り
、
講
師
の
山
岸
さ
ん
の
仰
っ
た

「
文
学
は
実
学
で
す
。
」
と
い
う
言
葉
が
胸
に
残
り
ま
し
た
。

　

仕
事
や
家
事
を
済
ま
せ
た
一
日
の
終
わ
り
に
、
読
書
好
き
が
集

ま
っ
て
、
一
冊
の
本
に
つ
い
て
語
り
合
う
場
所
が
あ
る
と
は
何
と

豊
か
で
贅
沢
な
こ
と
で
し
ょ
う
。
予
定
の
時
間
が
足
り
ず
に
、
山

岸
先
生
の
お
話
が
十
分
に
伺
え
な
か
っ
た
こ
と
が
と
て
も
残
念

で
し
た
。
小
説
へ
の
読
解
の
み
な
ら
ず
新
た
な
興
味
や
想
像
が
広

が
り
、
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
新
潮
文
庫
）

（２）図書室月報 2025 年 (令和 7 年 )７月

つ
く
ゑ

し
ね
つ
と
う

す
さ

い
た
づ
ら



（３） 図書室月報 2025 年 (令和７年 )７月
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従
属
の
代
償 

布
施
祐
仁
（
講
談
社
）
392

〈
自
然
科
学
〉

優
生
保
護
法
の
グ
ロ
ー
バ
ル
史 

豊
田
真
穂
（
人
文
書
院
）
498

〈
産
業
〉

山
里
の
生
活
実
験 

丸
山
啓
史
（
か
も
が
わ
出
版
） 

611

大
き
な
シ
ス
テ
ム
と
小
さ
な
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

 

影
山
知
明
（
ク
ル
ミ
ド
出
版
）
673

「
人
は
右
、
車
は
左
」
往
来
の
日
本
史 

近
江
俊
秀
（
朝
日
新
聞
出
版
）
682

〈
芸
術
〉

額
縁
の
な
か
の
女
た
ち 

池
上
英
洋
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
）
702

日
本
映
画
の
「
働
き
方
改
革
」 

深
田
晃
司
（
平
凡
社
）
778

〈
言
語
〉

こ
と
ば
と
公
共
性  

牛
窪
隆
太
（
明
石
書
店
）
807

や
さ
し
い
日
本
語
っ
て
な
ん
だ
ろ
う 

岩
田
一
成
（
筑
摩
書
房
）
810

言
語
学
者
も
知
ら
な
い
謎
な
日
本
語  

石
黒
圭
（
教
育
評
論
社
）
814

〈
文
学
〉

小
さ
な
名
詩
集 

世
界
の
名
詩
鑑
賞
会
（
リ
ベ
ラ
ル
社
）
908

海
外
児
童
文
学
を
め
ぐ
る
冒
険 

越
高
綾
乃
（
か
も
が
わ
出
版
）
909

ク
ァ
ー
キ
ー
な
女
た
ち
の
伝
統 

小
林
富
久
子
（
彩
流
社
）
910

小
さ
な
詩
歌
集 

世
界
の
名
詩
鑑
賞
会
（
リ
ベ
ラ
ル
社
）
911
せ

だ
め
に
な
っ
た
僕 

井
上
荒
野
（
小
学
館
）
91
い

藍
を
継
ぐ
海 

伊
与
原
新
（
新
潮
社
）
91
い

マ
イ
ナ
ー
ノ
ー
ト
で 

上
野
千
鶴
子
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
）
91
う

小
鳥
と
リ
ム
ジ
ン 

小
川
糸
（
ポ
プ
ラ
社
）
91
お

耳
に
棲
む
も
の 

小
川
洋
子
（
講
談
社
）
91
お

坂
の
中
の
ま
ち 
中
島
京
子
（
文
藝
春
秋
）
91
な

架
空
犯 
東
野
圭
吾
（
幻
冬
舎
）
91
ひ

婚
活
マ
エ
ス
ト
ロ 

宮
島
未
奈
（
文
藝
春
秋
） 

91
み

傷
つ
い
た
世
界
の
歩
き
方 

 

フ
ラ
ン
ソ
ワ
＝
ア
ン
リ
・
デ
ゼ
ラ
ブ
ル
（
白
水
社
）
95
デ

〈
哲
学　

心
理
学　

宗
教
〉

不
登
校
ク
エ
ス
ト 

内
田
拓
海
（
飛
鳥
新
社
）
159

〈
歴
史
〉

地
名
の
古
代
史 

谷
川
健
一
（
河
出
書
房
新
社
）
210

女
性
た
ち
の
韓
国
近
現
代
史 

崔
誠
姫
（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
）
221

駅
か
ら
登
る
日
帰
り
山
あ
る
き
〈
関
東
周
辺
〉

 

中
田
真
二
（
実
業
之
日
本
社
）
291

〈
社
会
科
学
〉

恐
怖
と
自
由 

ヤ
ン
＝
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
ミ
ュ
ラ
ー
（
み
す
ず
書
房
）
309

戦
時
下
の
政
治
家
は
国
民
に
何
を
語
っ
た
か 

保
阪
正
康
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
）
312

選
挙
と
の
対
話 

飯
田
健
（
青
弓
社
）
314

イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ  

ヤ
コ
ヴ
・
ラ
ブ
キ
ン
（
岩
波
書
店
）
319

檻
を
壊
す
ラ
イ
オ
ン  

楾
大
樹
（
か
も
が
わ
出
版
）
323

中
高
生
か
ら
考
え
る
死
刑
制
度 

佐
藤
大
介
（
か
も
が
わ
出
版
）
326

姉
と
弟 

藤
原
聡
（
岩
波
書
店
）
326

刑
務
所
に
回
復
共
同
体
を
つ
く
る 

毛
利
真
弓
（
青
土
社
）
326

異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
入
門 

宮
津
多
美
子
（
勁
草
書
房
）
361

Ｓ
Ｎ
Ｓ
時
代
の
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー 

山
脇
岳
志
（
筑
摩
書
房
）
361

「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」
っ
て
、
ど
う
い
う
こ
と
？

 

武
石
恵
美
子
（
岩
波
書
店
）
366

子
ど
も
を
う
ま
く
愛
せ
な
い
親
た
ち 

橋
本
和
明
（
朝
日
新
聞
出
版
）
367
は

「
ビ
ッ
グ
イ
シ
ュ
ー
」
の
社
会
学 

八
鍬
加
容
子
（
明
石
書
店
）
368

共
立
通
２
丁
目
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち

 

畠
中
英
明
（
ク
リ
エ
イ
ツ
か
も
が
わ
）
369

女
た
ち
が
つ
く
っ
て
き
た
お
酒
の
歴
史

 

マ
ロ
リ
ー
・
オ
メ
ー
ラ
（
草
思
社
）
383

季
節
を
感
じ
て
日
々
を
楽
し
む
く
ら
し
歳
時
記

 

三
浦
康
子
（
成
美
堂
出
版
）
386

講　師 佐藤　泉

 （青山学院大学 ・ 日本近代文学）

と 　 き  ７月１０日 （木） 夜７時半～９時半

ところ 公民館 ３階講座室

申込先 公民館  ☎０４２(５７２）５１４１

※ 次回は９月１１日(木) 織田作之助 『夫婦善哉』 ( 決定版 ) （新潮文庫） です。

自分と 「似ているもの / 「似ていないもの」

有吉佐和子 『青い壺』 （文春文庫）

くにたちブッククラブ

▲講座詳細

　　１１月と１２月の
日程が決まりました。
　　　　　　　　■

１１月１３日（木） 
１２月１１日（木） 
　　※１２月は
　　夜７時～９時予定



　　

夏
休
み
も
目
前
と
な
る
７
月
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
少

し
ま
と
ま
っ
た
時
間
が
で
き
た
ら
、
日
常
を
離
れ
、
一
歩

旅
に
出
た
く
な
り
ま
す
。
今
回
は
「
旅
」
に
関
す
る
書
籍

を
２
冊
紹
介
し
ま
す
。

　

１
冊
目
は
横
浜
で
生
ま
れ
育
ち
、
横
浜
国
立
大
学
で
教

鞭
を
執
る
菅
野
裕
子
さ
ん
と
建
築
好
き
の
小
説
家
、
恩
田

陸
さ
ん
に
よ
る
『
横
浜
の
名
建
築
を
め
ぐ
る
旅
』
で
す
。

み
な
と
み
ら
い
、
山
下
公
園
エ
リ
ア
、
元
町
・
山
手
を
中

心
と
し
た
名
建
築
の
数
々
を
美
し
い
写
真
と
解
説
で
楽
し

め
ま
す
。
２
人
が
２
日
間
か
け
て
横
浜
の
街
を
共
に
歩

き
、
建
物
鑑
賞
を
楽
し
ん
だ
様
子
も
対
談
形
式
で
巻
末
に

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
」
に
は
じ
ま
り
「
旧
横
浜
銀
行
本
店

別
館
」
「
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
」
「
神
奈
川
県
立
図
書

館
・
音
楽
堂
」
な
ど
、
い
つ
見
て
も
美
し
い
建
物
の
歴
史

や
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
所
以
を
本
書
で
知
り
ま
し
た
。
ち

な
み
に
複
雑
な
形
の
組
み
合
わ
せ
が
楽
し
い
外
観
の
「
外

交
官
の
家
」
は
来
客
の
目
を
喜
ば
せ
る
工
夫
が
あ
ち
こ
ち

に
さ
れ
て
い
る
そ
う
。
玄
関
ホ
ー
ル
の
階
段
は
天
井
が
高

く
、
幾
度
も
折
れ
曲
が
っ
て
い
る
の
も
そ
の
た
め
と
の
紹

介
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

菅
野
さ
ん
は
「
新
鮮
な
空
気
の
中
で
町
を
散
歩
す
る
と
い

う
、
生
の
経
験
の
か
け
が
え
の
な
さ
は
、
近
年
ま
す
ま
す

切
実
に
感
じ
ら
れ
る
ば
か
り
。
町
を
歩
く
こ
と
の
喜
び

は
、
建
築
と
の
出
会
い
の
中
に
も
あ
る
」
と
言
い
ま
す
。

恩
田
さ
ん
は
東
京
を
「
モ
ザ
イ
ク
」
、
京
都
は
「
ミ
ル
フ

ィ
ー
ユ
」
、
そ
し
て
横
浜
を
「
ジ
ュ
ー
ク
ボ
ッ
ク
ス
」
と

称
し
ま
す
。
「
横
浜
自
体
が
日
本
の
近
代
の
庭
と
い
う
感

じ
が
す
る
。
文
明
開
化
、
海
外
へ
の
窓
、
突
き
進
む
時
代
、

変
わ
り
ゆ
く
暮
ら
し
。
そ
の
過
程
が
場
面
ご
と
に
綺
麗
に

保
存
さ
れ
て
い
て
、
道
ゆ
く
人
が
時
代
を
辿
り
な
が
ら
鑑

賞
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
コ
ラ
ム
で
語
っ
て
い
ま
す
。

国
立
か
ら
も
ふ
ら
り
と
訪
れ
ら
れ
る
横
浜
に
改
め
て
足
を

運
び
た
い
気
持
ち
が
募
り
ま
す
。

　

２
冊
目
は
美
谷
島
邦
子
さ
ん(

著)

、
い
せ
ひ
で
こ
さ

ん(

絵)

の
『
け
ん
ち
ゃ
ん
の
も
み
の
木
』
で
す
。
１
９

８
５
年
８
月
12
日
、
日
航
ジ
ャ
ン
ボ
機
御
巣
鷹
山
墜
落
事

故
が
起
き
ま
し
た
。
事
故
か
ら
35
年
、
初
め
て
一
人
旅
に

出
た
当
時
９
歳
だ
っ
た
息
子
と
の
「
さ
よ
な
ら
の
な
い
別

れ
」
に
長
年
苦
し
ん
だ
母
で
あ
る
美
谷
島
さ
ん
が
絵
本
作

家
の
い
せ
さ
ん
と
５
年
に
亘
り
、
二
人
三
脚
で
物
語
を
紡

ぎ
ま
し
た
。
美
し
い
絵
は
読
み
手
を
魅
了
し
、
祈
り
に
も

似
た
気
持
ち
に
さ
せ
ま
す
。
空
の
安
全
を
祈
り
、
一
人
ひ

と
り
の
尊
き
命
に
思
い
を
は
せ
る
。
読
み
継
い
で
い
き
た

い
一
冊
で
す
。

　

厳
し
い
陽
気
が
続
き
ま
す
が
、
本
を
友
に
こ
の
夏
も
大

切
に
過
ご
し
て
い
け
た
ら
と
願
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

・
『
横
浜
の
名
建
築
を
め
ぐ
る
旅
』 

（
エ
ク
ス
ナ
レ
ッ
ジ
）

・
『
け
ん
ち
ゃ
ん
の
も
み
の
木
』 

（
Ｂ
Ｌ
出
版
）

 

　

ル
ー
マ
ニ
ア
と
聞
い
て
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
ま
す
か
？
学
校

卒
業
後
の
引
き
こ
も
り
生
活
の
中
で
済
東
さ
ん
は
ル
ー
マ
ニ
ア
映
画
に
魅

了
さ
れ
ま
す
。
独
学
で
ル
ー
マ
ニ
ア
語
を
学
び
、
後
に
ル
ー
マ
ニ
ア
語
で

小
説
を
書
き
始
め
、
日
本
人
で
は
珍
し
い
ル
ー
マ
ニ
ア
語
で
作
品
を
書
く

小
説
家
と
し
て
活
躍
。
作
品
の
数
々
は
現
地
で
も
話
題
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

ク
ロ
ー
ン
病
を
患
い
、
ル
ー
マ
ニ
ア
に
は
一
度
も
訪
れ
た
こ
と
の
な
い

済
東
さ
ん
で
す
が
、
「
今
立
っ
て
い
る
場
所
で
も
や
れ
る
こ
と
が
あ
る
、

そ
の
場
所
で
こ
そ
成
し
遂
げ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
」
と
言
い
ま
す
。
毎
日

の
焦
燥
感
の
中
か
ら
ど
の
よ
う
に
自
分
の
や
れ
る
こ
と
を
見
つ
け
て
い

っ
た
の
か
、
ま
た
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
言
葉
や
、
映
画
、
小
説
の
魅
力
や
特

徴
に
つ
い
て
も
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

　〈
済
東
さ
ん
の
本
〉　

表
題
作
、
『
ク
ソ
ッ
タ
レ
な
俺
を
マ
シ
に
す
る
た
め
の

生
活
革
命
』
（
い
ず
れ
も
左
右
社
）

お
話  

済
東 

鉄
腸 

（
映
画
ラ
イ
タ
ー
、
作
家
）

〈
私
の
本
棚
か
ら　

第
４
回
〉

さ
い
と
う　

て
っ
ち
ょ
う

と　

き 

８
月
３
日
（
日
）

 

昼
２
時
～
４
時

と
こ
ろ 

公
民
館　

地
下
ホ
ー
ル

定　

員 

70
名
（
申
込
先
着
順
）

申
込
先 

７
月
11
日
（
金
） 

朝
９
時
～

 

電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
申
込

  

公
民
館　

☎
０
４
２(

５
７
２)

５
１
４
１

図
書
室
の
つ
ど
い

す
げ
の　

ゆ
う
こ

み
や
じ
ま

菅
野
裕
子
・
恩
田
陸 

著

  

『
横
浜
の
名
建
築
を

　
　
　
　
　
　

   

め
ぐ
る
旅
』

美
谷
島
邦
子
著
、
い
せ
ひ
で
こ 

絵

  

『
け
ん
ち
ゃ
ん
の
も
み
の
木
』

千
葉
か
ら
ほ
と
ん
ど
出
な
い
引
き
こ
も
り
の
俺
が
、

   
一
度
も
海
外
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
ま
ま

       
ル
ー
マ
ニ
ア
語
の
小
説
家
に
な
っ
た
話

田
久
保 

薫
子

（４）図書室月報 2025 年 (令和 7 年 )７月
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